
シリーズ 「学校と博物館をつなぐ」 ⑥　県内学校の博物館利用状況（平成 26年度）
［自然］ コ ラ ム　 歯は語る：哺乳類の頭骨標本
［人文］ コ ラ ム　 データベース「鳥取県の定点写真」
　　　　  資料紹介　銅剣に描かれた「サメ」
［美術］ レポート　展示室で鑑賞授業
　　　　  レポート　県立美術館整備に向けて
イベント案内：前期（4～9月）

21

平成28年4月2日（土）～5月22日（日）企    画    展

No.
MARCH  2016
平成28年3月発行

昭和の洋画を切り拓いた若き情熱　一九三〇年協会から独立へ 
平成28年7月23日（土）～8月28日（日）

3
企    画    展

宇宙への挑戦～未知への扉をひらくとき～

平成28年10月1日（土）～11月13日（日）

4
企    画    展

日本におけるキュビスム  ──ピカソ・インパクト
4
5
6

7

8

2

前田寛治《棟梁の家族》1928年　油彩・カンヴァス　鳥取県立博物館蔵



昭和の洋画を切り拓いた若き情熱 一九三〇年協会から独立へ

企 画 展 平成28年4月2日（土）〜5月22日（日）

　当館では開館以来、鳥取県出身の
前
まえ

田
た

寛
かん

治
じ

を主要な洋画家のひとりと
して展覧会を幾度となく開催し、画家
の足跡や作品の魅力を紹介するととも
に、積極的に作品を収集してきました。
そして、前田寛治の生誕120年となる
今年は、前田が活躍した舞台の一つで
ある「一九三〇年協会」というグルー
プと、同会を母体にした「独立美術協
会」の作家たちの作品を紹介する展覧
会を開催します。
　1920年代、多くの若手画家が大成を
夢見てヨーロッパへの留学を経験しま
した。「一九三〇年協会」は同時期に
パリに留学していた前田寛治、里

さと

見
み

勝
かつ

蔵
ぞう

、木
きの

下
した

孝
たか

則
のり

、佐
さ

伯
えき

祐
ゆう

三
ぞう

、小
こ

島
じま

善
ぜん

太
た

郎
ろう

により滞欧以後の作品発表を目的とし
て1926（大正15）年に結成されました。
「一九三〇年協会」という少し変わっ
た会の名称は、フランスのバルビゾン
で制作していたコロー、ルソー、ミレー
らの「1830年派」のように、愛と尊敬
と芸術によって団結するグループとし
て、間もなく迎える1930（昭和５）年
には立派な新運動を完成させようと名
付けられました。彼らの間には共通し
た芸術についての目的や理念、主義主
張が存在していたわけではなく、友情
によって結束した団体でした。第１回

展こそわずか５
人の作品発表の
場でしたが、そ
の後パリから
戻った仲間が
次々と会員に加
わり、一般の作
品も公募するよ
うになると、組
織は急速に拡大
し、旧態依然の
画風を展開する
帝展や二科展な
どの既存の絵画
団体に対する新
しい時代の新勢
力として注目を集め、洋画界に大きな
影響を与えました。
　しかし、佐伯の客死や里見の脱会、
木下の渡欧により主要メンバーを欠き
弱体化しはじめた同協会は、1930年の
第５回記念展の後、前田が不帰の人と
なったことにより足並みが乱れます。
そうしたなか、同年11月に同協会を発
展させたかたちで、二科会の里見勝蔵、
児
こ

島
じま

善
ぜん

三
ざぶ

郎
ろう

、林
はやし

重
しげ

義
よし

、林
はやし

武
たけし

、川
かわ

口
ぐち

軌
き

外
がい

、小島善太郎、中
なかやま

山巍
たかし

、鈴
すず

木
き

亜
つぎ

夫
お

、
鈴
すず

木
き

保
やすのり

徳、さらに春陽会の三
み

岸
ぎし

好
こう

太
た

郎
ろう

、国画会の高
たかばた

畠達
けたつしろう

四郎、フランスか

ら帰国した伊
い

藤
とう

廉
れん

、福
ふくざわ

沢一
いちろう

郎、清
し

水
みず

登
と

之
し

により「既存の団体からの絶縁」、「新
時代の美術の確立」の宣言のもと「独
立美術協会」が創立され、日本を代表
する美術団体のひとつとして画壇を牽
引していきます。
　この度の展覧会では、2016年に
「一九三〇年協会」が創立から90周年
の節目を迎えるのを機に、昭和の洋画
界に旋風を起こした二つの美術団体の
活動に改めて注目し、一時代を築いた
寵児たちの作品を一堂に集めてご紹介
します。
　本県ではかつて鳥取市桂見に建設が
予定されていた県立美術館の開設準備
室時代に、前田寛治と交遊のあった本
展出品作家の作品を積極的に収集して
きた経緯があり、それらは現在当館の
洋画コレクションの核となっています。
本展は、これら当館の所蔵作品を纏
まった形で紹介する初めての機会であ
り、全国から借用した作品と共に陳列
いたします。
　是非この機会に前田寛治の魅力を再
認識していただくと共に、一世紀近く
前に新しい絵画運動を展開した若き画
家たちの情熱が溢れる作品の数々をお
楽しみください。
� （美術振興課　林

はやし

野
の

 雅
まさ

人
と

）佐伯祐三 《扉》 1928年 油彩・カンヴァス
田辺市立美術館蔵

川口軌外 《ボヘミアン》 1928年 油彩・カンヴァス
和歌山県立近代美術館蔵

福沢一郎 《寡婦と誘惑》 1930年 油彩・カンヴァス
富岡市立美術博物館・福沢一郎記念美術館蔵
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　兵庫県浜坂の産んだ偉大な登山家、
加
か

藤
とう

文
ぶん

太
た

郎
ろう

をモデルにした新
にっ

田
た

次
じ

郎
ろう

の
小説『孤高の人』には、文太郎が冬の
氷ノ山から浜坂方面に向かう際に、夜
間の吹雪に視界を奪われ立ち往生しな
がら地図とコンパスで一歩一歩前進す
る様が描写されています。また、同じ
く新田の『富士山頂』では高山病や悪
天候と戦いながら富士山測候所に台風
観測のための巨大レーダーを建設する
人々の姿が描かれ、後に映画化されま
した。両作品とも、極限状態の中で必
要な情報を得るために多大な努力をし
ていたことを紹介し、感動を呼びまし
た。
　現代ではどうでしょう、山中で視
界が奪われてもGPSによって苦もな
く自分の位置がわかります。それど
ころか他の技術と融合することで、
道案内まで可能です。台風の位置や
規模も、レーダーに頼らず宇宙から
撮影した雲画像で、誰もがリアルタ
イムで知ることができます。
　GPS、雲画像、BS・CS放送、これ
らはすべてGPS衛星、気象衛星、放送
衛星など人工衛星の力を借りて実現し
ました。人工衛星が暮らしを大きく変
えてきたことに驚きます。そう考える
と人工衛星は私たちの日常の中にある
と言うこともできそうです。今回の企
画展は、私たちの生活と宇宙を結びつ
けながら、宇宙技術の変遷を紹介する
ことで私たちと宇宙をさらに近づける
ことを目的に開催します。

宇宙への挑戦～未知への扉をひらくとき～

企 画 展 平成28年7月23日（土）〜8月28日（日）

　ゾーン１「宇宙に挑戦する」では、
1955年に発射された「ペンシルロケッ
ト」と1970年に打ち上げられた日本初
の人工衛星「おおすみ」をメインに展
示します。それらにより日本の宇宙開
発の足跡をたどり、現在運用中のロ
ケットの大スケール模型も展示し、さ
らに将来に向けた開発状況を紹介しま
す。糸

いとかわ

川英
ひで

夫
お

博士らの水平発射で有名
なペンシルロケットは、実際に実験場
で打ち出すために製作された実機を展
示します。
　ゾーン２「宇宙で活動する」では、
国際宇宙ステーション（ISS）におけ
る宇宙飛行士の仕事や生活を通して、
地球と大きく異なる宇宙環境の特徴
やその利用技術について紹介します。
ISSには６月頃から約半年間、大

おおにし

西卓
たく

哉
や

宇宙飛行士が滞在する予定です。関
連して、「きぼう日本実験棟」の模型
や宇宙服、宇宙食なども展示します。
　ゾーン３「宇宙を利用する」では、
人工衛星が私たちの生活にどのよう
に役立っているかを紹介します。人工
衛星は目的や用途に応じてさまざまで
す。それらをパネルで紹介するととも
に、人工衛星そのものだけでなく、宇

宙から得られた大型画像なども展示し
ます。
　そのほか、来館されたみなさまと宇
宙との距離が縮まるよう映像・体験
コーナーを設けるほか、ワークショッ
プ、コンサートも開催します。初日の
コンサートでは、合唱曲『COSMOS』『地
球星歌』など、全国の小中学校で広く
歌われている楽曲の作者で知られ、日
本各地の天文台やプラネタリウムなど
でコンサートを行っている「アクアマ
リン」がやってきます。この夏の企画
展をどうぞお楽しみに。
� （学芸課　清

きよすえ

末 幸
ゆきひさ

久）

音
楽
ユ
ニ
ッ
ト「
ア
ク
ア
マ
リ
ン
」

HⅡAロケット（ⓒＪＡＸＡ）
宇宙服（ⓒＪＳＦ）

ペンシルロケット実機
（個人蔵）

陸域観測技術衛星「だいち」（ⓒＪＡＸＡ）
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　キュビスムは20世紀の初めにフラン
スで成立した美術運動です。代表的な
作家としてはピカソとブラックが知ら
れており、対象をファセットと呼ばれ
る切り子状の平面に分割して画面の中
で再統合する技法は、それ以後の美術
の展開に決定的な影響を与えました。
　キュビスムは比較的早い時期に日本
に導入され、大正期の新興美術にお
いて注目を浴びました。萬

よろず

鐵
てつ

五
ご

郎
ろう

や坂
さか

田
た

一
かず

男
お

の作品をとおしてヨーロッパの
前衛芸術は日本の美術界にも独自に受
容されましたが、フォーヴィスムや表
現主義と比べて、その影響は限定的で
あったように感じられます。このため
これまで日本においてキュビスムの受
容という問題は十分に検証されること
がありませんでした。

日本におけるキュビスム ーピカソ・インパクト
企 画 展 平成28年10月1日（土）〜11月13日（日）

　しかしながら日本の近現代美術を振
り返る時、キュビスムは意外なかたち
でリヴァイバルを果たします。すなわ
ち、1950年代前半、ピカソの圧倒的
な影響力のもとに洋画のみならず日本
画、彫刻、工芸といった多岐にわたる
ジャンルでキュビスム的な構造をもっ
た作品が制作されたのです。
　このたびの展覧会では、日本におい
てキュビスムは二度にわたって作家た
ちに大きな影響を与えたという仮説に
基づき、キュビスムの起源とも呼ぶべ
きピカソの作品と、その影響のもとに
国内で制作された多くの作品を紹介し
ます。当館を含めて三つの美術館の共
同研究の成果であるこの展覧会は、従
来のキュビスム観に新たな視点を切り
開き、前

まえ

田
た

寛
かん

治
じ

や辻
つじ

晉
しん

堂
どう

といった県立

博物館でもおなじみの作家に新しい光
を当てることでしょう。
� （美術振興課　尾

お

﨑
さき

 信
しんいちろう

一郎）

辻晉堂 《顔（寒拾）》 1956年 陶彫 鳥取県立博物館蔵

　鳥取県立博物館では、より多くの先生方に博物館を利
用していただきたいとの考えから、「教員のための博物
館の日」など、学校団体の館内外での積極的な利用を推
進しています。シリーズ第6回目は、博物館の学校を対
象とした利用状況(平成26年度)について報告します。

１　来館利用（図参照）
　博物館に直接来館される場合の利用方法には、展示解
説・館内授業があります。２つのグラフから、東部地区
小学校の利用が多いことが分かります。これは小学校
中学年の社会科で学ぶ ｢昔の人の暮らし｣ に関連して、

館内にある復元民家での解説等の利用が多いためです。
また、平成26年度に初開催した ｢教員のための博物館
の日｣ では、職員研修として県内の59名の教職員・学
校関係者の方が参加されました。

２　館外利用
　館外(学校や地域)利用については、校種を問わずご利
用いただいています。学芸員が学校で博物館の資料や教
材を使って授業をしたり、フィールドワークの講師を勤
めます。先生方が博物館の資料を使って授業を実施する
こともできます。また、地区教育研究会や校内研修での
指導助言、学年行事・ＰＴＡ活動での題材の提供のほか、
空き教室を利用した移動博物館なども開催しています。

　今回は、学校教育の様々なシーンで博物館を利用して
いただいていることをお伝えしました。博物館は先生
方とつながってもっとお手伝いしたいと考えています。
何かありましたらお気軽にお電話・ご相談ください。
� （学芸課　田

た

中
なか

 博
ひろあき

昭）

鳥取県立博物館　普及担当：0857（26）8044

シリーズ「学校と博物館をつなぐ」⑥
県内学校の博物館利用状況（平成26年度）

学校団体校種別来館状況 (26年度) 学校団体地域別
来館状況 (26年度)
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　博物館には、様々な動物の頭骨標本
が収蔵されています。これらは展示や
研究用の資料としてだけでなく、学校
用の教材としても貸し出しています。
頭骨標本からは様々なことが学べます
が、今回は「歯」についてみてみましょ
う。

食べる歯
　生物学の教科書でも紹介されるよう
に、肉食動物と草食動物では歯の形が
大きく違います。肉食動物は大きな犬
歯（キバ）とナイフのような鋭い臼歯（奥
歯）が特徴で、草食動物では平たい切
歯（前歯）と幅広い臼歯が特徴です（図
１）。前者は獲物をしとめ、肉を切り裂
いて食べるのに適しており、後者は草
をかみちぎり、すりつぶして食べるの
に適した形です。
　その他の特徴的な例としてはモグラ
の仲間がいます。彼らはそのおとなし
い顔つきとは裏腹に、ギザギザした恐
ろしげな歯をしています（図２）。彼ら
はおもに昆虫やミミズを食べるのです
が、この歯はこういった小動物をとら
え、その丈夫な外骨格を突き破るのに
適した形なのです。

歯は語る：哺乳類の頭骨標本
コ ラ ム

闘う歯
　大きな犬歯は、肉食動物が獲物を狩
るためだけのものでなく、他にも機能
をもっています。小型のシカの仲間で
あるキョンの雄には、立派な犬歯があ
ります（図３）。キョンは植物食なので、
この歯は獲物をしとめるためのもので
はありません。これは、ニホンジカの
角などと同様、雄同士で闘ったり、外
敵から身を守ったりするのに使われま
す。
　サルの仲間であるアヌビスヒヒ（雑
食）も同様に、雄の犬歯が大きく発達
します（図４）が、彼らの歯には、さ
らなる秘密があります。下顎の犬歯の
すぐ後ろにある小臼歯が、斜めに伸び
た特殊な形をしているのです（矢印）。
この歯は、上下の顎をかみ合わせた時
に、ちょうど上顎の犬歯があたる位置
にあります。じつはこの特別な歯があ
たることによって、犬歯は常に鋭く“研
がれた”状態になるのです。鋭い犬歯
は、実際の闘いはもちろん、敵を威嚇
する際にも、大きな効果を発揮するで
しょう。

進化を語る歯
　図５，６の頭骨を見てください。平た
い切歯、幅広い臼歯、そして切歯と臼
歯の間が広くあいていることなど、お
互いによく似ています。しかしこれら
の頭骨、上はシマウマ、下はアカクビ
ワラビーというまったく別の動物のも
のです。
　ワラビーはカンガルーやコアラなど
と同じ有袋類で、シマウマやヒトを含
む有胎盤類とは大きく系統が異なりま
す。にもかかわらず、草原で草を食
べるという、同様の状況で進化した結
果、両者は似たような形状になったの
です。これは、進化学における「収斂」
と呼ばれる現象を説明する好例のひと
つです。

図１　マレーヤマネコ（左）とニホンジカの頭骨
図２　ミズラモグラの頭骨

図３　キョン（雄）の頭骨
図４　 アヌビスヒヒ（雄）の頭骨
　　　矢印は特殊な小臼歯を示す

　このように、頭骨標本は動物の生態
や進化など、様々なことを学べる強力
なツールです。また比較的頑丈なもの
が多いので、直接手に取って観察した
り、感触を確かめたりすることも可能
です。学校教育等での利用を希望され
る場合は、お気軽にご相談ください。
� （学芸課　一

いちさわ

澤 圭
けい

）

図５　シマウマの頭骨
図６　 アカクビワラビーの頭骨
　　　※頭部は一部切断されている
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　鳥取県立博物館では、昭和43年から
５年ごとに各市町村教育委員会と共同
で県内の地上定点写真と航空定点写真
の撮影を行ってきました。このたび、
その成果を紹介するため、「鳥取県の
定点写真」のデータベースを、当館ホー
ムページを通じて公開しました。
　利用方法は、鳥取県立博物館ホーム
ページの右隅にある「収蔵資料・刊行
物」を選び「データベース」「収集資
料データベース」「歴史・民俗」「鳥取
県の定点写真」と選んでいくと、右上
のトップ画面が表示されます。
　トップ画面上で航空定点写真（左）
か地上定点写真（右）かを選びます。
地上定点写真を選んだ場合、次に「地
図でさがす」か「条件でさがす」の表
示が出ます。「地図でさがす」を選ぶ

と、県内を旧市町村ごとに区切った地
図が出ますので、その中から見たい所
を選択してください（一部見られない
地域があります）。「条件でさがす」では、
撮影年度、キーワードなどで見たい所
を探せます。キーワード検索で「鳥取
駅前」と入れると、45年間に撮影した
10枚の該当の写真が表示されます（検
索例１は、昭和43年）。同じように検
索例２は「倉吉駅」と入れ、昭和43年
を選びました。
　これらの写真には、今ではすっかり
変わってしまった風景も写っています。
その意味で同一地点の写真は大変貴重
な資料です。県内の風景の移り変わり
を写真で見てみませんか。
� （学芸課　千

ち
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データベースのトップ画面
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　「サメ」といえば、鳥取県民には「因
幡の白ウサギ」の説話で馴染み深い動
物ですが、実は鳥取県の弥生時代遺跡
でもサメと考えられる絵を描いた様々
な遺物が見つかっています。歴史的に
も古くから「サメ」が人々の暮らしの
中で認識されていたようです。
　先頃、当館所蔵の弥生時代中期（紀
元前２世紀頃）の銅剣に、サメと考え
られる絵が線刻されていたという新発
見がありました。製作された後の銅剣
に絵を線刻した例としては全国初の発
見で注目されています。
　銅剣とは、弥生時代に見られる銅鐸、
銅矛、銅鏡などの青銅器の一つで、九
州や中四国地方を中心に見つかり、主
にマツリの道具として使われたと考え
られています。時期や地域で様々な型

銅剣に描かれた「サメ」

がありますが、このサメが描かれた銅
剣は両側にトゲ状の突起がついてお
り、あまり類例のない珍しいものです。
　弥生時代には、青銅器だけでなく土
器、木製品など様々な物に、人物、動物、
建物といった多様なモチーフが描かれ
ます。そのような中で、サメをモチー
フにした絵は鳥取県を中心とした日本
海沿岸地域にしか存在せず、特に鳥取
市青谷上寺地遺跡で多く見つかってい
ます。
　これらのことから、弥生時代の鳥取
県では地域色の強い、青銅器のマツリ
が行われていたと言えそうです。また、
この銅剣は出土地不明で由来の分から
ないものでしたが、弥生時代の鳥取県
とゆかりの深いことが分かりました。
　この度の発見で歴史的意義を取り戻

すこととなった銅剣が、
以前よりも輝いて見える
のは私だけでしょうか。
みなさんも、ぜひ話題
の銅剣を見にご来館く
ださい。
� （学芸課　酒

さか

井
い

 雅
まさ
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）

銅剣　鳥取県立博物館蔵
（奈良文化財研究所撮影）

▼銅剣に描かれたサメの図

データベース「鳥取県の定点写真」
コ ラ ム

資 料 紹 介

今回ご紹介する銅剣は、青谷上寺地遺跡などの弥生時代絵画資料とあわせて、歴史・民俗展示室で展示しています（特別展示「銅
剣に描かれたサメ？」５月８日（日）まで）。特別展示終了後は、銅剣のみ引き続き展示します。
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　平成27年11月19日、当館美術常設展
示室で、館蔵作品２点を比較して語り
合う「対話による鑑賞授業」が行われ
ました。この授業のために、東部中学
校教育研究会美術部会の先生方が選ん
だ展覧会のテーマは「風」。「本物の作
品を鑑賞させたい。」との要望をきっか
けに、「鑑賞担当の先生方と学芸員と
の連携企画として展覧会をつくり、そ
こで授業をされてはどうか。」と提案さ
せていただいたものです。
　「この展覧会のチラシに載せる作品
を一点選ぶとしたら、あなたはどちら
を選びますか。」という問いで始まる
この授業は、國

こく

領
りょう

經
つね

郎
ろう

の作品２点の中
からより「風」を感じる１点を選択し、

当館所蔵の作品を授業にご活用ください。活用についてのご相談もお受けしています。
作品の画像は当館ホームページにてご覧いただけます。（HP→収蔵資料・刊行物→データベース→収集資料データベース→美術）

その根拠となる発見や絵に抱いたイ
メージについて意見交換するものでし
た。作品の一つは《海風に撓

たわ

む》。手
前に広がる砂丘と２本の木々。木の向
こうには小さな人影が見えます。この
絵に強い風を感じるのはなぜでしょう
か。もう一つは《杜を映す溜水》。二
羽の鳥が溜水の上を越えて杜に向かっ
ています。水面は水鏡となり空と杜を
映します。ここに風は吹いているので
しょうか。作家はそれぞれの作中で、
目に見えない風をどのように表現して

いるのでしょうか。
　幅や高さが２メートル近くある大き
な絵と対峙しそれぞれの「風」を見つ
けた生徒たちは、時には考えの異なる
友達を作品の前に連れて行き、ガラス
に額をつけるようにして言葉を続けて
いました。それは生徒同士の対話であ
ると同時に、本物の作品の持つ強さと、
それを見つめる生徒の鋭い感性との響
き合いのようでもありました。
� （美術振興課　佐

さ

藤
とう

 真
ま

菜
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）

　本紙の前号で平成26年度に行われた
博物館の在り方に関する検討とその結
果についてお知らせしました。それを
受けて今年度進められている県立美術
館整備に向けての取り組みについて報
告いたします。
　新しい県立美術館の構想について協
議する「鳥取県美術館整備基本構想検
討委員会」は昨年の７月29日に最初の
会合を開き、これまでの経緯と今後の
進め方について事務局から説明を行い
ました。９月８日の第二回の会合では
新しい美術館の基本コンセプトと必要
な機能について、事務局から原案を提
示しました。これは半年近くにわたっ
て続けた日本の主要な美術館や先進館
の関係者からの聞き取りに基づいて、
事務局がとりまとめた新しい美術館に

展示室で鑑賞授業

県立美術館整備に向けて

レ トポ ー

関するドリームプランです。この案を
念頭に９月から10月にかけて、委員の
皆さんとともに東北、北陸、九州方面、
10館余りの美術館の視察見学を行いま
した。11月２日の三回目の会合ではコ
ンセプトと機能について議論をとりま
とめるとともに、施設の設備と規模、
立地条件について事務局案を提案いた
しました。１月29日の四回目の会合で
これらが大筋で承認されたことを受け
て、現在、立地条件に合う候補地を各
市町村に照会しているところです。
　委員会の進行に合わせて事務局は11
月より県内各地で新しい美術館に関す
る出前説明会を開催しています。現在
までに約20回を数える説明会は、私た
ちが目指している美術館の姿を多くの
県民の方に知っていただくとともに質

問に答える対話形式をとっています。
　実際の美術館建設までは、まだしば
らく時間がかかりますが、拙速を避け、
県民の皆さんや専門家の方々の御意見
を聞きながら、引き続き美術館整備に
ついての検討を続けていきたいと考え
ています。（２月６日記）
� （美術振興課　尾

お

﨑
さき

 信
しんいちろう

一郎）

國領經郎《海風に撓む》1995年 カンヴァス・油彩 授業風景

出前説明会の様子（１月13日）

レ トポ ー

鳥取県立博物館ニュース 2016 No.21 7



■JR鳥取駅からバスで
●      100円バス「くる梨」緑コース 「⑪仁風閣・県立博物館」下車すぐ
●      ループ麒麟獅子「②鳥取城跡」下車すぐ
● m004約、車下」町西「 行面方露賀・山湖・丘砂      
●      市内回り岩倉・中河原方面行「わらべ館前」下車、約600m
■JR鳥取駅からタクシーで…約10分
■ m004約、車下」町西「 スバ絡連行駅取鳥…鳥取砂丘コナン空港から
■お車で…鳥取自動車道・鳥取ICより約15分
　※当館駐車場21台駐車可能・満車の場合は県庁北側駐車場[無料]へ

A
B

Dc

A
B
C
D

■入 館 料：常設展／一般180（150）円
　　　　　　（　）内は20名様以上の団体料金
■開館時間：9時～17時（入館は16時30分まで）
　　　　　 19時（入館は18時30分）まで開館する場合

あり。詳細はお問い合わせください。
■休 館 日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日が休館日）
　　　　 　国民の祝日の翌日（土、日、祝日の場合を除く）
　　　　 　年末年始（12月29日～1月3日）
※具体的な休館日等は、ホームページでご確認ください。

イベント案内：前期（４～９月）

2016

4
APR.

■

《ギャラリートーク》
「昭和の洋画を切り拓いた若き情熱」展

■4月2日(土)14:00～15:00／展示室
■高校生～一般／定員なし／観覧料

■

《歴史講座》
湖山池をとりまく中世墓の世界

■4月9日(土)10:00～12:00／会議室
■一般／20名／無料
　※鳥取地域史研究会との共催

■

《ギャラリートーク》
テーマ展示Ⅰ

■4月9日(土)14:00～15:00／展示室
■高校生～一般／定員なし／観覧料

■

《アートセミナー》
前田寛治と一九三〇年協会

■4月16日(土)14:00～15:30／講堂
■高校生～一般／250名／無料	

■

《特別講演会》
前田寛治の生きた時代
講師：木本文平（碧南市藤井達吉現代美術館長）

■4月23日(土)14:00～15:30／講堂
■高校生～一般／250名／無料

■

《ギャラリートーク》
学芸員総出！わいわいギャラリートーク

■4月30日(土)①10:00～11:00②15:00～16:00／展示室
■小学生～一般／定員なし／観覧料

2016

5
MAY.

■

《ワークショップ》
落書きばんざい！

■5月7日(土)10:00～15:00／玄関前
■幼児～一般／定員なし／無料

■

《ギャラリートーク》
学芸員総出！わいわいギャラリートーク

■5月14日(土)14:00～15:00／展示室
■小学生～一般／定員なし／観覧料

■

《天体観望会》
春の星を見る会

■5月14日(土)予備日:15日(日)18:30～20:30／前庭
■幼児～一般／定員なし／無料

■

《ギャラリートーク》
「昭和の洋画を切り拓いた若き情熱」展

■5月21日(土)14:00～15:00／展示室
■高校生～一般／定員なし／観覧料

■

《講演会》
山陰の青銅器のまつり-銅剣に描かれたサメ-
講師：難波洋三（奈良文化財研究所	客員研究員）

■5月22日(日)14:00～15:30／講堂
■高校生～一般／250名／無料

■

《ワークショップ》
泥でアート！

■5月28日(土)／会議室他
■幼児～一般／無料
　申5月13日(金) ～、電話のみ

2016

6
JUN.

■

《アートシアター》
日曜美術館 北斎と広重 同時代を生きた天才たち

■6月4日(土)14:00～15:00／講堂
■高校生～一般／250名／無料

■

《歴史講座》
禅僧の漢詩文集における中世因伯関係史料

■6月11日(土)10:00～12:00／会議室
■一般／20名／無料
　※鳥取地域史研究会との共催

■

《スペシャルアートシアター》
創造と神秘のサグラダファミリア

■6月11日(土)14:00～15:40／講堂
■高校生～一般／250名／無料

■

《野外観察会》
親子で楽しむ「虫とり」レース

■6月12日(日)10:00～12:00／とっとり出合いの森(鳥取市)
■幼児～一般／ 30名(先着順) ／無料
　申5月26日(木) ～、電話のみ

■

《アートシアター》
東京のモダニズム建築

■6月18日(土)14:00～14:50／講堂
■高校生～一般／250名／無料

■

《講演会》
鳥取藩の大庄屋日記を読む

■6月19日(日)14:00～15:30／講堂
■高校生～一般／250名／無料

■

《スペシャルアートシアター》
もしも建物がはなせたら

■6月25日(土)14:00～16:50／講堂
■高校生～一般／250名／無料

■

《講演会》
鳥取県の民間信仰（仮）

■6月26日(日)13:00～16:00／講堂
■高校生～一般／無料

2016

7
JUL.

■

《ギャラリートーク》
コレクション展Ⅱ

■7月2日(土)14:00～15:00／展示室
■高校生～一般／定員なし／観覧料

■

《歴史講座》
近世伯州木綿の流通

■7月9日(土)10:00～12:00／会議室
■一般／20名／無料
　※鳥取地域史研究会との共催

■

《ワークショップ》
カメラを持ってまち歩きin淀江

■7月9日(土)13:00～16:00／米子市淀江町
■小学生～一般(小3以下は保護者同伴)／20名(先着順)
　申6月24日(金)～、電話のみ	

■

《スペシャルワークショップ》
テーマ展示Ⅱ関連

■7月16日(土)／展示室・会議室
■幼児～一般／無料
　申7月1日(金)～、電話のみ

■

《ワークショップ》
かさ袋ロケットをつくろう

■7月23日(土)10:00～11:30／会議室
■幼児～小学生／10組／無料
　申6月30日(木)～、電話のみ

2016

7
JUL.

■

《ギャラリートーク》　
テーマ展示Ⅱ

■7月23日(土)14:00～15:00／展示室
■小学生～一般／定員なし／観覧料

■

《見学会》
神社の石造物を調べよう

■7月23日(土)14:00～15:30／立川稲荷神社(鳥取)
■中学生・高校生／10名(先着順)／無料
　申7月9日(土)～、電話のみ

■

《コンサート》
星空のうたコンサート

■7月23日(土)14:00 ～ 15:30 ／講堂
■幼児～一般／ 250名／無料
　出演：アクアマリン

■

《歴史講座》
和綴じ製本でオリジナルノートを作ろう

■7月24日(日)14:00 ～ 15:30 ／会議室	
■小学4～ 6年生とその保護者／ 20名／無料
　申6月28日(火) ～、電話のみ

■

《自然講座》
自作天体望遠鏡で星を見よう！

■7月30日(土)観測予備日：31日(日)
　製作：14:00 ～ 16:00観測：19:00 ～ 21:00 ／会議室・前庭
■小・中学生／ 5組(先着順) ／キット代金
　申7月7日(木) ～、電話のみ

■

《ワークショップ》
トンカチ、トントン！

■7月30日(土)14:00～16:00
■小学生～一般／無料

■

《天体観望会》
夏の星を見る会

■7月30日(土)予備日:31日(日)	19:00 ～ 21:00 ／前庭
■幼児～一般／定員なし／無料

■

《野外観察会》
川原の石をしらべよう！

■7月31日(日)10:00 ～ 15:00 ／用瀬中央公民館・千代川川原
■小学生～一般／ 30名(先着順) ／無料
　申7月14日(木) ～、電話のみ

2016

8
AUG.

■

《ワークショップ》
素材まつりだ、なにつくる？

■8月6日(土)13:00～16:00／会議室他
■幼児～一般／無料

■

《特別講演会》
夢から現実へ～人工的に流れ星をつくる～（仮）
講師：岡島礼奈（株式会社ALE）

■8月6日(土)14:00～15:30／講堂
■小学生～一般／無料

■

《自然講座》
顕微鏡で楽しむミクロの世界

■8月7日(日)①10:00～12:00②14:00～16:00／会議室
■小学生～一般／各15名(先着順)／無料
　申7月21日(木)～、電話のみ

■

《特別講演会》
内容未定

■8月11日(木・祝)14:00 ～ 16:00 ／講堂
■小学生～一般／250名／無料

■

《歴史講座》
安政～元治期の因州鳥取藩と大坂両替商

■8月13日(土)10:00～12:00／会議室
■一般／20名／無料
　※鳥取地域史研究会との共催

■

《スペシャルアートシアター》　
チェコアニメ「アマールカとクルテク」

■8月13日(土)14:00～15:30／講堂
■幼児～一般／250名／無料

■

《自然講座》
夏休みの標本しらべ相談室

■8月14日(日)10:00～17:00／会議室
■小・中学生・高校生／定員なし／無料

■

《自然・美術	コラボワークショップ》
「宇宙への挑戦」関連

■8月20日(土)／展示室・会議室
■幼児～一般／無料
　申8月5日(金) ～

■

《ワークショップ》
コズミックカレッジ～宇宙工作～

■8月21日(日)13:00～16:30／会議室
■小・中学生／20名(先着順)／無料
　申8月4日(木)～、電話のみ

■

《民俗講座》
鳥取県の民話を聞く会

■8月21日(日)14:00～15:00／
　歴史・民俗展示室復元民家コーナー
■小学生～一般／約40名／常設展示入館料

■

《アートシアター》
ウイリアム・ケントリッジの謎

■8月27日(土)14:00～15:00／講堂	 　　
■高校生～一般／250名／無料
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■

《スペシャルアートシアター》
あえかなる部屋　内藤礼と光たち

■9月3日(土)14:00～15:30／講堂
■高校生～一般／250名／無料

■

《歴史講座》
鳥取藩の将軍献上儀礼(仮)

■9月10日(土)10:00～12:00／会議室
■一般／20名／無料
　※鳥取地域史研究会との共催

■

《スペシャルトークセッション》 ■9月10日(土)14:00～15:30／講堂
■高校生～一般／250名／無料

■

《ワークショップ》
粘土で落書き

■9月17日(土)10:00～15:00／博物館前庭
■幼児～一般／定員なし／無料

■

《アートセミナー》 ■9月24日(土)14:00～15:30／会議室
■高校生～一般／40名／無料

■

《歴史講座》
武将のサイン「花押」を作ろう

■９月25日(日)14:00～15:30／会議室
■小学4～6年生とその保護者／20名／無料
　申9月6日(火) ～、電話のみ

■自然部門　■歴史・民俗部門　■美術部門（毎週土曜はアートの日！）
幼児（親子）参加OK　　申申込受付　

★申込み・問合せ：学芸課（0857-26-8044）・美術振興課（0857-26-8045）

鳥取県立博物館ニュース

※特に記載のないものは申込不要です。※講座によっては材料費などが必要な場合があります。詳しくはホームページなどでご確認ください。※小学生以下は保護者同伴でご参加ください。
※託児サービス・手話通訳・要約筆記にも対応いたします。希望される場合は3週間前までにご連絡ください。

美術部門の詳細については、｢毎週土曜はアートの日！｣ のリーフレットをご参照ください。

教員の方で、学校教育への活用のための見学をご希望の方はご相談ください。


